
保健体育科学習指導案
日 時  2005年 11月 11日 (金)3教 時
生 徒  倶 知安町立東陵中学校 1年 A組
(男子 1_7名、女子 18名  計 35名 )

指導者 教 諭 佐々木 英  美

1、単元名 (題材名) 球 技 (バスケットボール)

2、 単元について
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4、 単元計画

◎オ リエンテーション (1時 間目)
◎バスケントボ~ル 大会 (2～ 17時 間目)
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◎表彰と単元の反省 ・自己評価 (18時 間目)
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4、本時案

【1)単 元名「バスケットボールJ(9/18)

(2)研 究との関わりと目指す生徒像
バスケットボ‐ルの授業においては、ゲームを手段として何かを学ぶというより、ゲtエムを
行うこと、楽しむこと自体がねらいとなえ

轡母安子と盗景母岳暑暑言員暑宮害倉器f
ことによって、それぞれのチームごとに望
きるようになると考える。

て3)本 時の日標         十
バスケットボールの技能や戦術を競い合う楽しさを体感し、それらをレベルアップさせるた
めの活動を、チームで工夫し取り組む。

〔4)本 時の展開
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第 1ス テージでのゲーム
を思い出 し、チームの戦術を
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・怪我の防止のためしっか り第
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チームの戦術を考えその死
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② トライアングル

②作戦会議 下下下司

②第 2試 合

※ 第 3試 合以降 4時 間 目

展開工( 4時 間 目+ 4 5 分 )
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fア ップシュー トをす る。
ランニングパス

・チームの特徴を知 り戦術を
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(5)評 価

活動を“チニ奮再生異琶寮ぢ譜響登暫;さ傘旨番ポ
を体感し、それらなレベルアンプさせるための
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バスケットボール学習
1 年 ( )
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本 国の目標

ウオーミングアップ ・練習内容

ランニング  ・
ゴール下シュー

三角形パス ・
その他 (

体操 ・ストレッチング ・
多ルジずチェ安下Xダ

ピポツト)
卜 ・ フリースロー  aド リフ
レイアップシュー ト ・ リバシンド ・ 3対 3の練習

)

名  前

個人の役割 ・目標

作戦は生かせたか

精一杯動けたか

みんなで協力したか

楽しくゲームができたか

ドリブルシュー ト点

三角形パス点

役割目標は達成できたか
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相手チーム   班

結果 勝 ち・負け   得 点 (味方    点  ―  相 手    点 )

反省とチームの課題

相手チーム   班

結果 勝 ち・負け   得 点 (味方    点  一  相 手    点 )

反省とチームの課題

―公開授業指導案 30コ


	File0001.PDF
	File0002.PDF
	File0003.PDF
	File0004.PDF

